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ら 1か所を採取したものを使用した。胃癌ティッシュアレイから 10 μmと 1 μmの切片を作
成し、各々質量顕微鏡法と HE染色に使用した。組織切片は 50 ℃の水槽に浮かべ、スライ
ドガラスに貼り付けて 45 ℃で乾燥させた。60 ℃に温めたキシレンに 10分間浸し、パラフィ
ンを除いた後で濃度を 100 ％、90 ％、80 ％、70 ％と変化させたエタノールにそれぞれ 5
分間浸し、再水和した。スライドガラスは 55 ℃に温めた湿潤箱で一晩加温した。組織切片
上でタンパク質をペプチドの状態に切断するため、島津製作所製の chemical inkjet printer 
(CHIP-1000)を用いてトリプシンのmicrospottingを行った。滴下量は 1 nlを 5サイクル行い、




の測定範囲は 500-2000、測定間隔は 300 µmとした。イオンイメージ作成には画像変換ソフ
トの BioMap(http://www.maldi-msi.org)を使用した。バイオマーカーの物質同定に関しては、
島津製作所製の質量分析装置(AXIMA-QIT)を用いてタンデム質量分析(MSn)を行った。MSn 
の結果はMascot search engine (http://www.matrixscience.com)で照合した。339例のティッシュ

















げられる。これまで proteomicsで用いられてきた、2次元電気泳動や protein microarrayでは
同時に 2 検体しか解析できず、ティッシュアレイを用いた免疫組織染色では 1 回の実験で
数種類のタンパク質までしか解析できない。本研究では、非癌部に特異的なシグナルが検
出できなかったが、これは正常組織が粘膜、筋層、脂肪組織や結合織など様々な成分から


















認に基づき使用した。高分化型、中分化型、低分化型胃癌の癌部 3 か所、非癌部 1 か所よ




以下では十分な信号が得られた。合計 72 個の信号が検出され、54 個は癌に特異的、18 個
は癌と非癌部で共通の信号と考えられた。前者の内、17個は組織学的分化度特異的で、MS2
解析の結果そのうちの一つは Histone H4 であることが判明した。また後者のうちの一つは
actin であることが判明した。この解析結果を確認するため行った 339 例の胃癌ティッシュ
アレイの免疫組織染色では、低分化癌において Histone H4 の強い染色が確認できた。これ
より申請者は、低分化型癌では Histone H4 が増加しているか、クロマチンリモデリングが
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